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研究成果の概要 

２４年度は、昨年度までに開発してきたヤヌス構造を有するナノメッシュ電極をさらに高度化し、

pH センサを実装することで、運動中に汗の成分から pH を計測可能なナノメッシュセンサを開発す

ることに成功した。具体的には、親水性でありながら、水に対して安定であるポリビニルアルコー

ル・ポリアクリル酸（PVA/PAA）ナノメッシュを開発し、さらに疎水性の非常に薄いシリコーンゴム（ポ

リジメチルシロキサン：PDMS）ナノメッシュ電極を組み合わせることで、縦方向の一方向に水分を吸

収・排出させるヤヌス構造を有し通気性のあるナノメッシュ基板を実現した。さらに、この開発したナ

ノメッシュ基板上に参照電極として銀/塩化銀電極をスクリーン印刷で成膜し、信号電極としてポリ

アニリンを成膜することで、pH センサを実現した。開発した pH センサは-46.7 mV/pH という感度を

実現するとともに、高いイオン選択性を実現することに成功した。さらに、開発した pHセンサを皮膚

の上に貼り付けた状態で、運動中の汗の pHの値を安定して計測することにも成功した 1)。 
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